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夏号

1．急性期から終末期まですべての領域において全人的
　医療を行います。
2．患者様の自立を支援し、早期在宅復帰を目指します。
3．謙虚な心、礼節を忘れず、責任を持って最善の努力を
　します。
4．研修・研鑽に励み、質の高い医療・看護を提供します。
5．地域の中核病院として、周辺医療機関、施設との連携
　を推進します。

地域の人 の々「健康」と「命」を大切にします。

金光病院の基本方針

金光病院の理念
　夏になると気になるのが熱中症。
　連日のように熱中症の発症、救急
搬送などのニュースが絶えません。
　肝心なのは、やっ
ぱり予防対策。室内
であっても水分補
給、こまめな休息、適
度な温度を心掛け、
大切な命を自分で
守りましょう！

編集後記

勤続30年を振り返り

　この度、永年勤続30年を表彰していただきありがとうございました。
　平成7年に入職し、気が付けば早いもので30年の年月が経ちました。これまで長く勤め続けてこられたの
は支えてくださった職員の皆様、家事に育児に協力してくれた家族がいたからこそと感謝しています。
　入職当時、30数年ぶりに栄養士の新人が入ると話題になっていたと聞きました。同期とふたり、親子ほど
年の離れた栄養士さんや調理師さんをはじめ、多くの先輩方にたくさんのことを教えていただきました。
仕事を始めて間もない頃、計算機を探していた私に先輩が「あるよ。はい、これ。」と、そろばんを渡してくれ
たことがあり、「これではちょっと・・。使えません・・。」と大笑いしたことは当時の忘れられない思い出の一つ
です。
　その後先輩が退かれ、右も左も分からないなりに我が部署がうまく回るように、と同期の栄養士と奮闘し
たことを思い出します。栄養課には昭和32年からの栄養課内での出来事が記された古いノートが保管さ
れていて、お見舞1人100円、餞別1人200円など時代が感じられる貴重なものと思い、捨てきれずにいま
す。平成15年に給食業務を委託してからの記載はありませんが、まだ当時の調理スタッフも頑張っている
のでいつの日か栄養課年表を振り返り、思い出話ができたらと思っています。
　O-157やノロウイルスなどの流行による衛生管理の変化、栄養課の運
用が直営から委託へと変わったことによる業務の分業、管理栄養士も病
棟へなど働き方も変わる中、先輩方からのアドバイスをいただき、試行錯
誤しながら病院の一員として勤めてきました。入職した頃には予想もして
いなかったことが起こっていますが、これからも患者様に寄り添った地域
医療に携われるよう、頼もしい後輩栄養士の力を借りながら日々 努めてい
きたいと思っています。

羽原 美佐子栄養課

　岡山県では、５月12日を「病院の日・
看護の日」とし、その日を含む一週間を
「看護週間」と定めています。今回、利用
者様からお礼状とお花を頂きました。

病院・看護の日

　7月より患者サービスの充実や利便性の向上を目的として、フリーWi-Fiによるインターネット接続サービスを提供いた
します。
　お手持ちの無線LAN機能を搭載したスマートフォンやタブレット端末等の機器で、インターネットをご利用になれます。

フリーWi-Fiのお知らせ
サービス提供エリア 外来待合フロア・各階病棟・透析

消化器内科　紹介
　早期の診断・治療を目標にした膵嚢胞膵管異常のフォローアップから胆膵疾患の診
断を中心に、内視鏡を使用した早期がんの診断やスクリーニングに力を入れています。

特 徴・特 色

主な対象疾患 　専門領域は膵臓・胆道を中心にした消化器疾患全般です。

●消化器症状がなくても、胃・大腸がん検診で再検査を指示された方
●血便や貧血など消化管の出血を来した方
●膵臓が心配な方
●家族内に膵臓・胆道・食道・胃・腸の病気が多い方
●胃や腸の病気が心配な方

飲み込み時の違和感や痛み、胸やけ、吐き気、胃部のもたれ感、腹部膨満感、食欲不振、腹痛、下痢、便秘、
便に血が混じる、便が細くなった、体重減少、腹部のしこりなど

★以下の症状がある方はご相談ください★
●何らかの消化器症状がある方


